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岡
山
県
戦
没
者
遺
族
代
表
者
大
会

地
元
選
出
の
各
党
国
会
議
員
を
招
き

国
民
の
安
寧
と
誇
り
あ
る
祖
国
復
活
を
求
め
る

挨拶する岸本県遺族連盟会長

　

戦
没
者
慰
霊
追
悼
の
中
心
で
あ
る
靖
國
神
社
へ
の
総
理
・
閣
僚
等
の
参
拝
を
求
め
る

と
共
に
、
国
立
の
戦
没
者
追
悼
施
設
建
設
構
想
の
阻
止
、
更
に
は
来
年
度
政
府
予
算
に

対
す
る
遺
族
処
遇
改
善
要
望
事
項
の
完
全
実
現
を
図
る
た
め
、
日
本
遺
族
会
で
は
来
る

十
二
月
十
六
日
に
全
国
戦
没
者
遺
族
大
会
を
開
催
し
、
あ
わ
せ
て
国
会
陳
情
を
計
画
し

て
い
る
。

　

岡
山
県
遺
族
連
盟
で
は
、
こ
の
日
本
遺
族
会
の
方
針
に
基
づ
き
、
英
霊
顕
彰
並
び
に

処
遇
改
善
な
ど
各
要
望
事
項
の
周
知
と
そ
の
完
全
実
現
を
図
る
た
め
、
十
一
月
二
十
八

日
㈰
、
岡
山
市
中
区
古
京
町
の
岡
山
衛
生
会
館
に
お
い
て
、
遺
族
代
表
約
七
百
名
参
集

の
も
と
岡
山
県
戦
没
者
遺
族
代
表
者
大
会
を
開
催
し
た
。

　

平
成
二
十
二
年
度
岡
山
県

戦
没
者
遺
族
代
表
者
大
会
は

定
刻
の
午
前
十
時
三
十
分
、

服
部
剛
司
副
会
長
、
坂
根
弘

子
常
任
理
事
（
女
性
部
副
部

長
）の
司
会
に
よ
り
開
会
し
た
。 　

近
常
寧
副
会
長
が
開
会
を

宣
し
、
全
員
起
立
し
て
国
歌

を
斉
唱
。
続
い
て
護
國
の
ご

英
霊
に
感
謝
の
黙
祷
を
捧
げ

た
後
、
岸
本
清
美
会
長
が
挨

拶
に
立
っ
た
。

　

岸
本
会
長
は「
岡
山
県
護

國
神
社
御
創
立
百
四
十
周
年

記
念
事
業
は
、〝
い
さ
お
会
館
〟

の
建
て
替
え
や
〝
参
拝
者
待

合
所
〟
の
設
置
な
ど
、
皆
様

方
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
境

内
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

特
に
、
今
月
は
七
五
三
の
お

参
り
が
沢
山
あ
り
ま
し
て
、

こ
れ
ら
の
施
設
の
利
用
が
多

く
あ
っ
た
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。
誠
に
有
り
難
い
こ
と
で

ご
ざ
い
ま
し
て
、
こ
の
場
を

お
借
り
し
改
め
て
皆
様
方
に

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
先
の
参
議
院
選
挙
で
私

た
ち
の
同
志
で
あ
り
ま
す
水

落
敏
栄
議
員
を
当
選
さ
せ
て

い
た
だ
き
有
り
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

本
日
の
大
会
に
は
、
党
派

を
超
え
て
地
元
選
出
の
国
会

議
員
の
諸
先
生
方
が
沢
山
お

見
え
で
あ
り
ま
す
。
与
党
・

民
主
党
か
ら
津
村
啓
介
、
柚

木
道
義
両
先
生
、
そ
し
て
自

民
党
か
ら
は
逢
沢
一
郎
先

生
、
阿
部
俊
子
先
生
、
立
ち

あ
が
れ
日
本
か
ら
片
山
虎
之

助
先
生
の
ご
参
加
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
遺
族
は
〝
肉
親
が

祀
ら
れ
て
い
ま
す
靖
國
神
社

へ
国
を
代
表
す
る
総
理
に
一

日
も
早
く
参
拝
し
て
い
た
だ

き
た
い
〟
と
、
今
日
ま
で
お

願
い
し
続
け
て
参
り
ま
し

た
。
未
だ
国
の
軸
足
は
定
ま

っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
戦
没

者
慰
霊
追
悼
の
唯
一
の
中
心

は
靖
國
神
社
で
あ
り
ま
す
。

靖
國
神
社
に
代
わ
る
施
設
は

命
を
か
け
て
も
阻
止
す
る
決

意
で
あ
り
ま
す
。
今
日
は
ご

英
霊
の
声
、
私
た
ち
遺
族
の

声
を
諸
先
生
方
に
お
聞
き
い

た
だ
き
た
い
。
今
、
我
が
日

本
国
が
危
な
い
。
本
当
に
心

配
で
す
。
戦
後
六
十
五
年
が

経
ち
ま
す
が
、
遺
族
会
は
ま

だ
ま
だ
健
在
で
す
。
一
致
結

束
し
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」

と
挨
拶
を
結
ん
だ
。

　

次
い
で
、
浅
野
實
、
平
田

晶
三
両
副
会
長
が
議
長
に
就

任
し
、
大
会
の
宣
言
・
決
議

案
の
採
択
を
行
っ
た
。

　

先
ず
、
田
原
豊
年
常
任
理

事
が
「
誇
り
あ
る
祖
国
の
姿

を
取
り
戻
し
、
国
民
の
安
寧

を
図
る
べ
し
」
と
す
る
大
会

宣
言
案
を
、
そ
し
て
藤
原
茂

夫
常
任
理
事
が
▽
総
理
等
の

靖
國
神
社
参
拝
推
進
▽
国
立

の
追
悼
施
設
建
設
阻
止
▽
遺

族
の
処
遇
改
善
▽
未
帰
還
遺

骨
の
早
期
収
集
▽
児
童
・
生

徒
の
慰
霊
行
事
参
加
推
進
な

ど
の
決
議
案
を
朗
読
、
議
長

が
両
案
を
参
加
者
に
諮
り
、

満
場
の
拍
手
を
持
っ
て
宣

言
・
決
議
案
は
採
択
さ
れ

た
。（
採
択
さ
れ
た
宣
言
・
決

議
は
二
頁
に
別
掲
）

　

次
い
で
ご
来
賓
の
挨
拶
に

移
り
、
石
井
岡
山
県
知
事
の

代
理
と
し
て
佐
々
木
健
保
健

福
祉
部
長
、
岡
山
県
議
会
を

代
表
し
て
内
山
登
副
議
長
、

地
元
選
出
国
会
議
員
諸
先

生
、
日
本
遺
族
会
会
長
（
高

橋
正
徳
常
務
理
事
・
愛
媛
県

遺
族
会
副
会
長
代
読
。
水
落

敏
栄
参
議
院
議
員
は
、同
日
、

香
川
県
高
松
市
で
行
わ
れ
て

い
る
会
合
に
参
加
す
る
た
め

大
会
開
会
前
に
挨
拶
）
か
ら

英
霊
顕
彰
と
遺
族
援
護
に
対

す
る
力
強
い
支
援
の
ご
挨
拶

を
い
た
だ
い
た
。

　

そ
し
て
、
祝
電
を
披
露
し

た
後
、
渡
辺
雅
允
常
任
理
事

の
発
声
に
よ
り
、
全
員
起
立

の
も
と
万
歳
を
三
唱
、
続
い

て
〝
靖
國
神
社
の
歌
〟
を
合

唱
し
、秀
平
良
子
副
会
長（
女

性
部
長
）
が
閉
会
の
言
葉
を

述
べ
、午
前
十
一
時
五
十
分
、

大
会
を
終
了
し
た
。

　

公
私
と
も
ご
多
忙
の
中
、

大
会
に
ご
臨
席
を
い
た
だ
い

た
来
賓
の
皆
様
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
順
不
同
／
敬
称

略
） 

▼
岡
山
県
知
事 

　
　

石
井　

正
弘
（
代
理
）

▼
岡
山
県
議
会
副
議
長 

　
　

内
山　
　

登 

▼
国
会
議
員

＊
自
由
民
主
党 

　
　

逢
沢　

一
郎

　
　

村
田　

吉
隆
（
代
理
）

　
　

加
藤　

勝
信
（
代
理
）

　
　

阿
部　

俊
子 

＊
民
主
党 

　
　

柚
木　

道
義

　
　

津
村　

啓
介 

＊
立
ち
上
が
れ
日
本 

　
　

平
沼　

赳
夫
（
代
理
）

　
　

片
山
虎
之
助 

▼
日
本
遺
族
会
会
長 

　
　

古
賀　
　

誠
（
代
理
）
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沖
縄
並
び
に
南
方
諸
地
域

　
岡
山
県
出
身
戦
没
者
追
悼
式
を
挙
行

沖
縄
並
び
に
南
方
諸
地
域

　
岡
山
県
出
身
戦
没
者
追
悼
式
を
挙
行

伊藤沖縄県護国神社宮司と共に

▼
日
本
遺
族
会
常
任
顧
問 

　
　

水
落　

敏
栄 

▼
日
本
遺
族
会
常
務
理
事 

　
　

高
橋　

正
徳 

▼
岡
山
県
遺
族
連
盟
顧
問

　

（
前
衆
議
院
議
員
） 

　
　

橋
本　
　

岳
（
代
理
）

▼
岡
山
県
保
健
福
祉
部
長 

　
　

佐
々
木　

健 

▼
岡
山
県
護
國
神
社
宮
司 

　
　

湯
浅　

正
敬
（
代
理
）

　

先
の
大
戦
の
終
結
か
ら
六
十
五
年
目
の
夏
、
菅
総
理
並
び

に
閣
僚
は
、
春
の
例
大
祭
に
続
い
て
「
戦
没
者
を
追
悼
し
平

和
を
祈
念
す
る
日
」
で
あ
る
八
月
十
五
日
に
も
靖
國
神
社
に

参
拝
し
な
か
っ
た
。
隣
国
へ
の
配
慮
を
最
優
先
し
、
戦
没
者

慰
霊
追
悼
の
中
心
で
あ
る
靖
國
神
社
に
参
拝
し
な
い
こ
と
を

申
し
合
わ
せ
た
現
政
権
の
姿
勢
に
我
々
戦
没
者
遺
族
の
失
望

は
深
い
。

　

長
年
続
い
た
自
民
党
政
権
時
代
か
ら
、
靖
國
神
社
国
家
護

持
、
総
理
の
公
式
参
拝
、
参
拝
の
定
着
等
々
、
そ
の
要
望
の

ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
な
が
ら
も
、
国
に
尊
い
命
を
捧
げ
た
戦
没

者
ご
英
霊
に
対
す
る
当
然
の
義
務
の
遂
行
を
政
府
に
求
め
て

き
た
が
、そ
れ
で
も
国
の
軸
足
は
定
ま
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

そ
し
て
、
昨
年
の
衆
議
院
選
挙
の
結
果
、
民
主
党
に
政
権

が
代
わ
り
、
鳩
山
内
閣
に
続
い
て
菅
内
閣
が
誕
生
し
た
が
、

依
然
と
し
て
ご
英
霊
の
心
、
戦
没
者
遺
族
の
願
い
は
政
府
に

届
く
こ
と
は
な
く
、
高
圧
的
な
隣
国
に
対
し
て
卑
屈
な
ま
で

の
態
度
に
終
始
、
靖
國
神
社
に
代
わ
る
追
悼
施
設
の
構
想
ま

で
飛
び
出
す
始
末
で
あ
る
。

　

折
し
も
、
日
本
国
領
土
で
あ
る
尖
閣
諸
島
で
中
国
漁
船
衝

突
事
件
が
勃
発
し
、
菅
内
閣
の
国
家
観
・
国
防
意
識
の
欠
如

を
露
呈
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
主
権
・
領
土
・
国
民
か
ら

成
り
立
つ
国
家
を
放
棄
す
る
が
如
く
、
国
の
誇
り
を
貶
め
る

菅
内
閣
の
姿
勢
に
心
あ
る
国
民
は
落
胆
し
、
怒
り
の
声
が
上

が
っ
て
い
る
。

　

政
府
は
、
一
刻
も
早
く
正
常
な
る
独
立
国
家
と
し
て
の
常

識
あ
る
意
志
を
明
確
に
示
し
、
ご
英
霊
が
望
ん
だ
誇
り
あ
る

祖
国
の
姿
を
取
り
戻
し
、国
民
の
安
寧
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

宣
　
　
言

　

ま
た
、
遺
族
処
遇
は
あ
く
ま
で
国
家
補
償
の
理
念
を
堅
持

し
、
高
齢
化
が
進
む
遺
族
の
生
活
の
糧
で
あ
る
公
務
扶
助
料

等
の
改
善
を
は
じ
め
、
未
だ
海
外
等
に
残
さ
れ
て
い
る
百
十

万
余
の
ご
遺
骨
の
収
集
や
、
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好

親
善
事
業
の
充
実
等
々
、国
の
責
任
と
し
て
強
く
要
望
す
る
。

　

加
え
て
、
先
の
大
戦
の
記
憶
が
風
化
す
る
中
、
我
が
国
の

将
来
を
担
う
子
供
た
ち
に
、
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ

を
伝
え
る
機
会
と
な
る
様
、
戦
没
者
慰
霊
追
悼
行
事
へ
の
児

童
・
生
徒
の
参
列
を
推
進
す
る
。

　

我
々
は
、
こ
こ
に
岡
山
県
戦
没
者
遺
族
代
表
者
大
会
を
開

催
し
、
声
な
き
戦
没
者
ご
英
霊
の
願
い
を
結
実
す
る
た
め
、

組
織
の
総
力
を
結
集
し
て
こ
れ
ら
懸
案
の
解
決
に
邁
進
す
る
。

　

右
宣
言
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
二
十
八
日

岡
山
県
戦
没
者
遺
族
代
表
者
大
会　

　

本
日
こ
こ
に
岡
山
県
戦
没
者
遺
族
代
表
者
大
会
を
開
催
し
、

総
力
を
あ
げ
て
左
記
各
項
の
実
現
を
期
す
る
。

記

一
、
戦
没
者
慰
霊
追
悼
の
中
心
で
あ
る
靖
國
神
社
へ
の
総

理
・
閣
僚
等
の
参
拝
を
推
進
す
る
こ
と
。

決
　
　
議

一
、
国
立
の
戦
没
者
追
悼
施
設
建
設
構
想
を
断
固
阻
止
す
る

　

こ
と
。

一
、
国
家
補
償
の
理
念
に
基
づ
き
、
戦
没
者
遺
族
の
処
遇
を

　

改
善
す
る
こ
と
。

一
、
未
帰
還
戦
没
者
ご
遺
骨
の
早
期
収
集
と
慰
霊
友
好
親
善

　

事
業
を
拡
充
強
化
す
る
こ
と
。

一
、
戦
没
者
慰
霊
追
悼
行
事
へ
の
児
童
・
生
徒
の
参
列
を
推

　

進
す
る
こ
と
。

　

右
決
議
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
二
十
八
日

  　
　

 　
　
　
　
　
　

岡
山
県
戦
没
者
遺
族
代
表
者
大
会

　

岡
山
県
遺
族
連
盟
で
は
毎
年
、
県
補
助
事
業
に
よ
り
「
岡
山
の
塔
」
に
お
い
て
沖
縄

並
び
に
南
方
諸
地
域
岡
山
県
出
身
戦
没
者
追
悼
式
を
執
り
行
っ
て
い
る
が
、
本
年
も
十

一
月
十
二
日
か
ら
二
泊
三
日
の
日
程
で
沖
縄
県
を
訪
問
、
岡
山
県
並
び
に
沖
縄
県
関
係

各
位
の
協
力
を
い
た
だ
い
て
厳
粛
盛
大
に
戦
没
者
追
悼
式
を
挙
行
、
ご
英
霊
の
冥
福
を

お
祈
り
し
世
界
恒
久
平
和
希
求
を
お
誓
い
し
た
。

岡 山 県
遺族連盟

　

「
岡
山
の
塔
」
は
、
先
の

大
戦
の
激
戦
地
で
あ
る
沖
縄

地
域
で
戦
没
さ
れ
た
岡
山
県

出
身
戦
没
者
千
五
百
七
十
八

柱
を
お
慰
め
す
る
た
め
、
昭

和
四
十
一
年
十
月
に
県
民
の

浄
財
に
よ
り
沖
縄
戦
終
焉
の

地
・
沖
縄
本
島
南
端
の
糸
満

市
摩
文
仁
の
霊
域
に
建
立
、

後
に
南
方
諸
地
域
で
戦
没
さ

れ
た
三
万
二
千
二
百
二
十
一

柱
も
あ
わ
せ
て
合
祀
さ
れ
て

い
る
。

　

平
成
二
十
二
年
度
沖
縄
戦

跡
慰
霊
巡
拝
事
業
は
、
岸
本

県
遺
族
連
盟
会
長
を
は
じ
め

県
下
各
地
か
ら
ご
遺
族
ら
五

十
七
名
が
参
加
。
岡
山
県
議

会
を
代
表
し
て
内
山
登
副
議

長
、
岡
山
県
知
事
の
名
代
と

し
て
森
晃
朗
県
保
健
福
祉
部

次
長
ら
の
ご
同
行
を
い
た
だ

き
、
十
一
月
十
二
日
に
岡
山

空
港
か
ら
沖
縄
へ
。

　

到
着
後
、
苛
烈
を
極
め
た

沖
縄
戦
で
散
華
さ
れ
た
全
国

の
将
兵
を
お
祀
り
す
る
沖
縄

県
護
國
神
社
へ
。
伊
藤
宮
司

ら
祭
員
の
ご
奉
仕
を
い
た
だ

き
正
式
参
拝
を
行
い
、
ご
英

霊
の
冥
福
と
旅
の
安
全
を
お

祈
り
し
た
。
次
い
で
旧
海
軍

司
令
部
壕
を
訪
問
、
慰
霊
塔

に
参
拝
後
、
血
の
跡
が
残
る

司
令
部
壕
内
を
見
学
し
将
兵

ら
の
苦
労
を
偲
ぶ
。

　

翌
早
朝
、
小
雨
模
様
の
空

を
見
な
が
ら
巡
拝
団
は
宿
舎

を
出
発
。
し
か
し
、
摩
文
仁

の
平
和
祈
念
公
園
内
に
あ
る

沖
縄
県
平
和
祈
念
資
料
館
に

到
着
す
る
こ
ろ
に
は
雨
脚
は

益
々
強
く
な
り
、
弱
ま
る
様

子
は
一
向
に
な
い
。
沖
縄
戦

没
者
墓
苑
で
行
う
沖
縄
県
関

係
戦
没
者
慰
霊
祭
、
そ
し
て

「
岡
山
の
塔
」
で
の
追
悼
式

が
ど
う
な
る
の
か
一
同
心
配

顔
に
な
っ
て
く
る
。

　

戦
没
者
ご
英
霊
の
涙
雨
と

強
風
の
中
、
沖
縄
戦
没
者
墓

苑
で
関
係
戦
没
者
慰
霊
祭
を

執
り
行
っ
た
。
関
係
者
の
献

花
の
後
、
全
員
で
涙
の
〝
ふ

る
さ
と
〟
を
合
唱
。
そ
し
て

団
員
は
雨
と
風
に
煽
ら
れ
な

が
ら
、「
岡
山
の
塔
」
前
に
張

ら
れ
た
雨
避
け
テ
ン
ト
の
中

に
入
っ
た
。
沖
縄
平
和
祈
念

財
団
の
お
手
配
に
心
か
ら
感

謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

　

岡
山
県
知
事
、
県
議
会
議

長
、
地
元
沖
縄
県
か
ら
の
花

輪
や
供
物
な
ど
が
お
供
え
さ

れ
た
「
岡
山
の
塔
」
で
の
追

悼
式
は
定
刻
の
午
前
十
時
三

十
分
に
開
式
。
先
ず
全
員
が

起
立
し
て
国
歌
斉
唱
、
そ
し

て
護
國
の
ご
英
霊
に
黙
祷
を

捧
げ
た
。

　

続
い
て
岸
本
会
長
が
「
先

の
大
戦
の
終
結
か
ら
六
十
五
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追
悼
の
言
葉

涙雨の追悼式を終えて

全戦没者追悼式に臨んだ鎌徳さん／後列左
（11月5日：ガダルカナル島戦没者の碑）

年
の
節
目
の
年
、
沖
縄
戦
の

終
結
の
地
・
摩
文
仁
の
丘
に

建
つ
〝
岡
山
の
塔
〟
の
前
に
、

ふ
る
さ
と
岡
山
か
ら
ご
英
霊

が
命
を
賭
し
て
お
護
り
下
さ

い
ま
し
た
愛
し
い
家
族
が
や

っ
て
参
り
ま
し
た
。し
か
し
、

祖
国
日
本
は
今
、
国
の
誇
り

を
捨
て
去
り
第
二
の
敗
戦
を

迎
え
る
が
如
き
国
状
に
直
面

し
て
お
り
ま
す
。
私
心
を
捨

て
覚
悟
を
持
っ
て
散
華
さ
れ

た
ご
英
霊
の
心
、
皆
様
方
の

思
い
が
伝
わ
ら
な
い
時
代
へ

の
も
ど
か
し
さ
で
胸
が
一
杯

に
な
り
ま
す
。
皆
様
方
の
思

い
を
引
き
継
ぐ
私
た
ち
遺
族

は
、
尊
い
命
を
捧
げ
ら
れ
た

ご
英
霊
の
生
き
方
を
思
い
起

こ
し
、
道
義
あ
る
国
家
、
世

界
の
範
と
な
る
国
と
な
る
よ

う
最
善
を
尽
く
し
皆
様
方
の

ご
遺
志
に
お
応
え
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
式
辞
を

述
べ
た
。

　

続
い
て
、
石
井
岡
山
県
知

事
、
内
山
県
議
会
副
議
長
か

ら
追
悼
の
言
葉
を
賜
っ
た

後
、
岡
山
県
当
局
に
続
い
て

地
元
沖
縄
県
か
ら
ご
参
列
を

い
た
だ
い
た
沖
縄
県
知
事
、

沖
縄
県
議
会
議
長
、
糸
満
市

長
、
沖
縄
県
平
和
祈
念
財
団

会
長
、
沖
縄
県
遺
族
連
合
会

会
長
か
ら
献
花
を
賜
っ
た
。

そ
し
て
巡
拝
団
員
全
員
で
霊

前
に
献
花
を
行
い
、
祖
国
の

安
泰
と
家
族
の
幸
せ
を
願
い

つ
つ
散
華
さ
れ
た
戦
没
者
ご

英
霊
を
お
慰
め
す
る
と
共

に
、
世
界
平
和
希
求
を
お
誓

い
し
、
雨
と
風
と
涙
の
追
悼

式
を
終
え
た
。

　

そ
の
後
、
団
員
は
沖
縄
戦

で
戦
没
さ
れ
た
二
十
三
万
四

千
余
の
国
内
外
の
軍
民
す
べ

て
の
名
前
を
刻
ん
だ
〝
平
和

の
礎
〟
に
参
拝
し
、
摩
文
仁

を
後
に
し
た
。

　

雨
は
依
然
と
し
て
降
り
続

き
益
々
強
く
な
る
一
方
で
あ

る
。
移
設
問
題
で
心
配
さ
れ

て
い
る
普
天
間
飛
行
場
を
近

隣
の
高
台
か
ら
見
学
す
る
予

定
で
あ
っ
た
が
、
と
て
も
見

学
で
き
る
状
況
と
な
ら
ず
、

次
の
観
光
地
も
キ
ャ
ン
セ
ル

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
巡
拝
最
終
日
は

漸
く
天
候
も
回
復
、
南
国
沖

縄
ら
し
い
青
空
と
海
を
見
な

が
ら
恩
納
海
岸
の
万
座
毛
の

散
策
や
、
米
軍
の
嘉
手
納
基

地
全
体
を
望
む
〝
道
の
駅
か

で
な
〟
な
ど
を
見
学
し
、
巡

拝
の
日
程
を
終
了
。
天
候
不

順
で
あ
っ
た
が
落
伍
者
も
な

く
、
夕
刻
、
全
員
無
事
帰
岡

し
た
。

　

こ
の
た
び
の
追
悼
式
並
び

に
慰
霊
巡
拝
に
際
し
、
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
巡
拝

団
員
の
皆
様
方
を
は
じ
め
、

岡
山
県
並
び
に
沖
縄
県
当
局

関
係
者
各
位
の
温
か
い
ご
配

意
に
あ
ら
た
め
て
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

津
山
市
上
横
野

　

鎌
徳　
　

豊

　

父
上
、
息
子
の
豊
で
す
。

こ
の
た
び
政
府
並
び
に
関
係

団
体
の
お
世
話
に
な
り
、
こ

の
地
に
来
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　

私
が
こ
の
世
に
生
を
受
け

た
時
に
は
、
父
は
す
で
に
戦

地
に
行
か
れ
て
お
り
、
私
の

顔
は
見
て
お
ら
れ
ず
、
写
真

を
送
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

写
真
が
届
い
た
の
か
届
か
な

か
っ
た
の
か
何
の
連
絡
も
な

く
、
そ
の
後
届
い
た
の
は
戦

死
の
二
文
字
で
あ
っ
た
そ
う

で
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
父
の

こ
と
は
何
一
つ
記
憶
に
あ
り

ま
せ
ん
。
唯
ひ
と
つ
、「
お
前

の
父
・
吉
夫
は
本
当
に
よ
く

働
く
、
人
の
好
い
人
で
、
出

征
の
前
日
ま
で
田
を
耕
し
て

い
た
」
と
、
皆
様
か
ら
聞
い

た
こ
と
だ
け
で
あ
り
ま
す
。

　

私
は
家
族
や
親
族
の
お
陰

で
何
不
自
由
な
く
育
ち
、
三

人
の
子
供
と
十
九
歳
を
頭
に

十
人
の
孫
に
も
恵
ま
れ
、
充

実
し
た
生
活
を
し
て
お
り
ま

す
の
で
安
心
し
て
下
さ
い
。

唯
、
残
念
な
の
は
母
が
五
十

五
歳
の
若
さ
で
癌
の
た
め
亡

く
な
っ
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

戦
争
も
終
わ
り
、
早
や
六

十
五
年
が
経
ち
、
日
本
も
大

き
く
変
わ
り
昔
の
面
影
は
全

く
無
く
な
り
ま
し
た
が
、
我

が
家
の
地
区
も
同
じ
で
、
住

所
も
津
山
市
と
な
り
、
今
で

は
人
口
も
十
一
万
人
を
超
す

市
に
な
り
ま
し
た
。
当
然
、

道
路
も
農
地
も
整
備
さ
れ
、

農
業
も
全
て
機
械
化
に
な
り

ま
し
た
。
水
も
蛇
口
を
ひ
ね

れ
ば
す
ぐ
出
る
水
道
に
な

り
、
父
が
い
た
当
時
か
ら
思

え
ば
お
と
ぎ
の
国
に
来
て
い

る
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

　

戦
後
六
十
五
年
も
経
て
ば

戦
争
と
い
う
二
文
字
も
忘
れ

が
ち
で
あ
り
ま
す
が
、
全
世

界
が
こ
の
二
文
字
を
忘
れ
る

日
が
一
日
も
早
く
来
る
こ
と

を
望
む
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

我
々
の
住
む
高
田
地
区
も

毎
年
、
戦
没
者
の
慰
霊
祭
を

開
催
し
、
戦
死
者
の
御
霊
を

お
慰
め
し
て
戦
争
の
な
い
平

和
な
日
が
一
日
も
早
く
来
る

よ
う
に
と
願
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
年
も
十

月
三
十
一
日
に
慰
霊
祭
が
開

催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

私
も
早
六
十
八
歳
、
も
う

こ
の
地
を
訪
れ
る
こ
と
は
ま

長
年
の
ご
尽
力
に
感
謝
致
し
ま
す　

　

◎
旭
日
小
綬
章

　
　
　
　
　
　
　

岡
山
県
遺
族
連
盟
副
会
長

　
　
　
　
　
　
　

総
社
市
遺
族
連
合
会
会
長

　
　
　
　
　

服　

部　

剛　

司　

氏

　

◎
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　
　
　
　
　
　
　

岡
山
県
遺
族
連
盟
常
任
理
事

　
　
　
　
　
　
　

倉
敷
市
倉
敷
遺
族
連
合
会
会
長

　
　
　
　
　

吉　

岡　
　
　

昇　

氏

　

こ
の
た
び
秋
の
叙
勲
並
び
に
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
の
受
賞
者
が
発

表
さ
れ
、
本
会
の
服
部
剛
司
副
会
長
が
旭
日
小
綬
章
、
吉
岡
昇
常
任

理
事
が
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
の
栄
誉
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

会
員
一
同
、
長
年
の
ご
尽
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
今

後
と
も
更
な
る
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
様
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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遺
族
会
の
動
き

平
成
二
十
二
年
十
一
月
行
事
表

３
日　

新
見
市
石
蟹
郷
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

　
　
　

橋
本
岳
再
起
動
の
集
い
（
倉
敷
ア
イ
ビ
ー
ス
ク
エ
ア
）

５
日　

新
見
市
豊
永
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

８
日　

県
連
盟
正
副
会
長･

常
任
理
事
合
同
会
議
（
県
連
盟
会
議
室
）

　
　
　

倉
敷
市
倉
敷
遺
族
連
合
会
研
修
旅
行（
和
歌
山
県
方
面
）一
泊

10
日　

新
見
市
遺
族
連
合
会
靖
國
神
社
参
拝
（
茨
城･

栃
木
県
方
面
）

二
泊

11
日　

瀬
戸
内
市
戦
没
者
追
悼
式
（
瀬
戸
内
市
保
健
福
祉
Ｃ
）

12
日　
「
岡
山
の
塔
」
戦
没
者
追
悼
式
／
沖
縄
戦
跡
慰
霊
巡
拝

（
沖
縄
県
）
二
泊

13
日　

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
芳
川
地
区
遺
族
会
護
國
神
社
正
式
参
拝

（
県
護
國
神
社
）

15
日　

浅
口
市
金
光
支
部
遺
族
会
護
國
神
社
正
式
参
拝

　
　
　
（
県
護
國
神
社
）

16
日　

井
原
市
遺
族
連
合
会
研
修
会

　
　
　
（
真
備
町
・
マ
ー
ビ
ー
ふ
れ
あ
い
Ｃ
）

　
　
　

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
加
茂
川
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭

（
県
護
國
神
社
）

　
　
　

三
重
県
遺
族
会
護
國
神
社
正
式
参
拝
（
県
護
國
神
社
）

20
日　

笠
岡
市
白
石
島
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
開
龍
寺
）

清掃に参加された岡山市上道遺族連合会の皆さん

パ
ラ
オ
諸
島
慰
霊
巡
拝

　
申
込
締
切
が
迫
っ
て
い
ま
す

ず
出
来
な
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
健
康
に
は
十
分

気
を
付
け
、
家
族
親
族
、
そ

し
て
地
域
の
た
め
に
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
天
国
か
ら
見
守

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
、
追
悼
の
言
葉
と
い

た
し
ま
す
。

― 

あ
と
が
き 

―

　

十
月
三
十
日
か
ら
十
一
月

六
日
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し

た
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
地
域
慰
霊

友
好
親
善
事
業
に
参
加
し
、

ソ
ロ
モ
ン
群
島
で
戦
没
し
た

父
に
追
悼
の
言
葉
を
捧
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
陰

で
一
生
忘
れ
る
こ
と
の
で
き

な
い
慰
霊
追
悼
と
友
好
親
善

の
旅
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
地
に
行
き
、
戦
争
の
跡

地
や
残
骸
を
見
て
、
戦
争
の

悲
惨
さ
を
改
め
て
痛
感
い
た

し
ま
し
た
。
今
で
も
厳
し
い

環
境
な
の
に
六
十
数
年
も
前

に
は
、
ど
の
様
な
状
況
で
あ

っ
た
の
か
想
像
も
つ
き
ま
せ

ん
。
国
の
命
令
と
は
云
え
本

当
に
ひ
ど
い
話
で
あ
り
ま
す
。

　

今
現
在
も
世
界
の
あ
ち
こ

ち
で
争
い
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
一
日
も
早
く
戦
争
と

い
う
二
文
字
が
無
く
な
る
こ

と
を
切
望
い
た
し
ま
す
。

　

去
る
十
二
月
一
日
、
岡
山

市
上
道
遺
族
連
合
会
（
徳
田

伸
会
長
）
の
皆
様
が
岡
山
県

護
國
神
社
境
内
の
清
掃
作
業

を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
月
初
め
に
あ
た

り
、
神
社
で
執
り
行
わ
れ
た

月
始
祭
に
参
列
し
、
ご
英
霊

に
感
謝
の
誠
を
捧
げ
御
加
護

を
祈
念
申
し
上
げ
て
作
業
に

取
り
掛
か
り
ま
し
た
。

22
日　

浅
口
市
郡
遺
族
連
合
会
女
性
部
研
修
会
（
鴨
方
町
内
）

23
日　

新
穀
感
謝
祭
（
県
護
國
神
社
）

24
日　

笠
岡
市
大
島
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
寄
島
町･

龍
城
院
）

27
日　

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
大
和
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭（県

護
國
神
社
）

28
日　

岡
山
県
戦
没
者
遺
族
代
表
者
大
会
（
岡
山
衛
生
会
館
）

　
　
　

笠
岡
市
今
井
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
今
井
公
民
館
）

平
成
二
十
二
年
十
二
月
行
事
表

１
日　

岡
山
市
西
大
寺
雄
神
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

　
　
　

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
受
賞
式
（
厚
生
労
働
省
）

　
　
　

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
受
賞
祝
賀
会
（
九
段
会
館
）

２
日　

真
庭
市
八
束
地
区
遺
族
会
護
國
神
社
参
拝
（
県
護
國
神
社
）

４
日　

岡
山
市
御
津
遺
族
会
靖
國
神
社
参
拝
（
東
京
方
面
）
二
泊

15
日　

尾
辻
議
員
参
議
院
副
議
長
就
任
並
び
に
水
落
議
員
当
選
祝
賀

会
（
九
段
会
館
）

16
日　

全
国
戦
没
者
遺
族
大
会
・
国
会
陳
情
（
九
段
会
館
ホ
ー
ル
）

21
日　

県
連
盟
会
計
監
査
（
県
連
盟
事
務
所
）

28
日　

御
用
納
め

平
成
二
十
三
年
一
月
行
事
表

１
日　

歳
旦
祭
（
県
護
國
神
社
）

３
日　

元
始
祭
（
県
護
國
神
社
）

５
日　

逢
沢
一
郎
「
年
始
会
」（
Ｈ
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
岡
山
）

８
日　

石
井
正
弘
新
年
祝
賀
会
（
岡
山
プ
ラ
ザ
Ｈ
）

24
日　

県
連
盟
主
催
外
国
地
域
戦
跡
慰
霊
巡
拝（
パ
ラ
オ
諸
島
）

　
　
　

四
泊
五
日

　

本
紙
十
一
月
号
に
掲
載
し
参
加
者
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま

す
県
連
盟
主
催
パ
ラ
オ
諸
島
戦
跡
慰
霊
巡
拝
の
申
込
締
切
日

が
迫
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
慰
霊
の
旅
は
、
現
地
の
各
戦
跡
地
を
巡
り
関
係
戦
没

者
の
慰
霊
祭
を
行
う
と
共
に
、
政
府
が
建
立
し
た
慰
霊
碑
に

お
い
て
南
方
諸
地
域
全
戦
没
者
追
悼
式
を
執
り
行
い
ま
す
。

　

現
在
、
定
員
に
若
干
の
余
裕
が
あ
り
ま
す
の
で
、
参
加
ご

希
望
の
方
は
お
早
め
に
県
遺
族
連
盟
ま
で
お
申
し
込
み
下
さ

い
。

境内照明を充実／奉納大絵馬
皆様ご一緒にご参列下さい

１月１日　午前零時　歳旦祭
１月３日　午前九時　元始祭

国家安泰・家内安全・厄災消除・社業繁栄・交通安全など
諸祈願、諸祈祷は随時受付けています。

岡山県護國神社
岡山市中区奥市３−21 電話（086）272-3017

　五万六千七百余のご祭神のご加護のもと
新しき年が平安で幸福な一年となりますよう
平和の祈りと感謝の誠を捧げましょう

初詣は岡山県護國神社へ


